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在宅療養を要するクライ エ ン トの自己対処パ タ ー ン に関する研究
一 保健婦 (士) の 家庭訪問場面に焦点を当て て -
鈴 木 恵 子 (千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程, 鎌 ヶ 谷市役所)
舟 島 なをみ (千葉大学看護学部看護教育学教育研究分野)
本研究 は. 在宅療養 を要す る ク ラ イ エ ン トの 自己対処 パ タ ー ン を明 らか にす る こ と を目的 とす る｡ 研究方法 は, 看護 教育
学概念開発方法論 (M eDNEC) を用 い て, ク ラ イ エ ン ト と保健婦 (士) の 相互行為を参加観察 ( 非参加型) し, 質 的帰納
的に分析 した ｡ そ の 結果, 4 つ の カ テ ゴ リ, すな わ ち, ク ライ エ ン ト の 自 己対処 パ タ ー ン を説明す る概念 を発見 した｡ こ れ
らは, 【Ⅰ. 学習成果活用 に よ る主体的問題解決】【Ⅱ. 問題解決 へ の 諦 め と責任転嫁 に よ る他者依存】【IB. 問題 へ の 不都合 さ
に よ る合理 化 と隠蔽】【Ⅳ . 問題 に対す る信念 へ の 固執】 で あ る｡ こ れ らは, 在宅療養を要す る ク ラ イ エ ン トが 主体的 に自己
の 健康問題を解決 し て い る 一 方 で , 他者 に 問題 の 解決 を依存 した り, 問題 を合理化 した り, 隠蔽す る と とも に 信念 に基 づ い た
行動を し て い る こ とを示 して い る｡ ま た, ク ラ イ エ ン ト は状況 に応 じ て 4 つ の 自 己対処 パ タ ー ン を使 い 分 け て い る こ と が 明 ら
か に な っ た｡
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平成9年度に改訂され た看護教育力 リキ ュ ラ ム は, 香
護婦3年課程の 専門科目に 在宅看護論を加え , ｢ 地域
で生活 しなが ら療養する人々 とそ の家族を対象に する看
護｣1) の 実践が で きる看護婦 (士) 養成の 必要性を示 し
た｡ こ れ は, 看護基礎教育課程に お い て , 学生が在宅療
養を要するク ライ エ ン ト を理解し, 看護実践を学習する
ことが不可欠で ある ことを示す｡
在宅療養中の ク ライ エ ン ト に 関する先行研究 2) 3〕 は,
ク ライ エ ン ト が保健婦 (士) の訪問指導を受けなが ら,
さ まざまな看護問題に対 して 自己対処して い る こ とを明
らか に した｡ こ れ は, 保健婦 (士)や看護婦 (士)が在
宅療養を要する ク ラ イ エ ン ト の行動を理解するために は,
どの よう に ク ライ エ ン トが問題解決に向け て自己対処し
て い る の かを明らか にする必要性を示して い る｡
しか し, ク ラ イ エ ン ト の対処行動に関する研究 4) 5) の
多く は, 社会学等他の学問領域の 理 論に 基づ い て ク ラ
イ エ ン ト の 対処行動を明らか に し て い る｡ 在宅療養を要
するク ライ エ ン ト の自己対処に つ い て看護学的視点か ら
説明する概念を明らか にする ことは, ク ライ エ ン ト理解
の ため の 基礎資料となる｡
Ⅱ
. 研究目的
在宅療養を要するク ライ エ ン ト の 自己対処 パ タ ー ン を
看護学的視点か ら説明する概念を創出し, ク ラ イ ェ ン ト
の 示す自己対処の 特徴を明らか に する｡
Ⅲ . 用語の 概念規定
1
. 看護 (n ursing)
看護とは, 看護婦 (士)とク ライ エ ン ト の人間的な相
互行為の プ ロ セ ス で あ り, そ の プ ロ セ ス に よ っ て , 各人
は, 他者とそ の置かれ て い る状況を知覚し, コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を通じ て 目標を設定し, 手段を探求し, 目標達成
の ため の手段に合意する こ と で ある 6) ｡
2
. 看護問題 (nu rsing problem)
看護問題と は, 看護婦 (士) もしく は看護婦 (士)と
他職種とが共同して , 予防, 解決, 緩和する ことが で き
る ク ラ イ エ ン ト及びそ の家族が持 っ 健康上の問題である｡
3
. 家庭訪問 (ho m e visiting)
家庭訪問と は保健所や市町村等行政の 保健婦 (士)が
家族全体を対象とし, 家庭を訪問する こ と に よ っ て行う
公衆衛生の 理念に基づく看護活動で ある｡
4
. 行動 (beha vior)
行動と は, 身ぶりや発話な どの 言語的 ･ 非言語的次元
で人間や動物が示すふ るま い で あり , 外部か ら観察可能
なも のとする｡ 行動の主体がそ のふるま い を意識的に行 っ
て い るか否か は問わな い 7) ｡
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5. 自己対処 (adaptatio n)
自己対処とは, 在宅療養を要するク ライ ェ ン ト が問題
に対応するため に行う行動 で ある8)｡
6 . パ タ ー ン (pattern)
パ タ ー ン と は個人や グ ル ー プ な どが繰り返し習慣的に
行う認識可能な行動の 特徴で ある9)10)｡
Ⅳ . 研究方法
本研究は, ク ラ イ エ ン ト と保健婦 (士)の相互行為場
面に おけるク ライ エ ン ト の行動か ら, ク ライ エ ン ト の 自
己対処を説明する概念の創出を目的とし て い る｡ 質的帰
納的方法論の う ち, 現象学的方法や エ ス ノ メ ソ ド ロ ジ ー
は, 個人ある い は集団の 知覚 を探求する研究方法 11) で
あ るため本研究の 目的に適合しな い ｡ ま た, グ ラ ウ ン デ ッ
ド ･ セ オ リ ー は個人 の知覚, 個人を取り巻く環境, そ の
相互作用の過程を含め研究対象とすると い う特徴がある
が , 看護現象を看護学独自の視点から明らか に する点 に
お い て限界を持 っ 12)0
本研究 は, 多様な看護教育学現象から質的デ ー タ を抽
出し, そ こ に潜む現象を説明するため の概念, 現象 の構
追, 現象 の パ タ ー ンなどを看護学独自の視点から発見す
る ことが可能な看護教育学概念開発方法論 (Methodolog y
fo r De v elopl ng Nu r sl ng Edu c atio n al Co n cepts:
M eDNEC)1 3) を用 い た｡ こ の 研究方法論の 特徴は, 研究
対象の擁護 , 看護現象を明らか に するため の対象の相互
場面の参加観察 (非参加型)14) , 対象の 言動の 人間 一 般
の行動と して の コ ー ド 化 持続比較分析に基づく 二重 コ ー
ド化及び カ テ ゴ リ化 で ある｡
1. デ ー タ収集の 実際
デ ー タ収集 は, 東京 へ の通勤圏とし て急速に開けた A
市に お い て行 っ た ｡
予備観察期間は, 1994年7月18 日から7月20 日まで の 3
日間, 保健婦 (士)の 業務に参加し, 家庭訪問に 同行す
る こと で , 保健婦 (士)の 業務を理解し, ク ラ イ エ ン ト
及び家族の行動の観察をする ため の準備を行 っ た｡
デ ー タ収集期間は, 1994年7月21 日か ら8月 3 日まで
の うち5 日間で あ っ た｡ デ ー タ 収集は, 保健婦 (士) の
家庭訪問に 同行し, 保健婦 (士)がク ライ エ ン ト の家 に
入ると ころから家を出ると こ ろま で の 参加観察 (非参加
型) に より行 っ た｡
1 デ ー タ は, 1人 の ク ライ エ ン トと そ の 受け持ち保健
婦の1回家庭訪問場面とし, 滞在時間1時間前後で あ っ た｡
2 . 対象場面の選択と倫理的配慮
対象のク ライ エ ン ト及び家族 は, 本研究 へ の 同意が得
られ た保健婦7名とそ の受 け持ちク ライ エ ン ト の うち の
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保健婦2名とク ライ エ ン ト 3名及び家族4名で ある｡ ク
ラ イ エ ン ト は全員在宅で療養中で あり, 同居 の家族の 介
護を受 けて いた｡ (表1)
表1 クラ イ エ ン トと家庭訪問の 概要
ク ラ イ エ ン ト と 家 庭 訪 問 の 概 要
A 70歳 男 : 呼吸困難 の た め気管 カ ニ ュ - レ 装着, 酸素 療
法中｡ 保健婦 は呼吸法習得状況の 確認 と生活指導 の た め に
継続訪問を行 っ た ｡ 退院後 2 ケ 月に な る が, 依存傾向 が強
く, 室内歩行 が可能であ る にもか か わ らず, 一 日 中床上生
活で あ り, 呼吸法 の 練習を し て い な か っ た｡ 同居 の 妻 ( 介
護者) は腰痛 と ス ト レ ス の ため , 保健婦 に夫 の 介護の 大変
さを訴え て い た｡
B 6 6歳 女 : 脳梗塞 に よ る左半身麻捧 の た め部分介助 が必
要｡ 糖尿病の た め 内服治療中｡ リ - ビ リ教室を欠席 し た の
で 保健婦 が様子を見 に初 め て 自宅 へ 訪 問 し た ｡ 同居 の 夫
( 介護者) 次男 ( 精神分裂病) が同席 し て お り, B の 療 養
態度に つ い て 突然次男が暴露 し, 気落 ち し た B を保健婦 が
慰め , 療養指導を行 っ た｡
D 8 4歳 女 : 痴呆｡ 転倒をき っ か け に寝 たき り状態｡ 自 発
的 に動かず, 全介助必要｡ 保健婦 は状況把握 の た め に継続
訪問を行 っ た ｡ 保健婦が 話 しか けて い く うち に会話が成立
した ｡ 夫 ( 介護者, 腰痛あり) と 2人暮 ら し｡
研究協力の 依頼と同意は, 保健婦に秘密の保持, デ ー
タ の 取り扱い, 観察及び情報提供を拒否する権利に つ い
て説明し, 同意書 へ の 署名を得た ｡ ま た, 対象となる ク
ラ イ エ ン ト及び家族 へ の 協力依頼は, 受け持ち保健婦か
ら の紹介 により, 保健婦と同様の 手続きをと っ た｡
3. 現象 デ ー タ化
参加観察 (非参加型) によ っ て フ ィ ー ル ドノ ー ト に 記
録した内容をもとに 観察フ ォ ー ム 1 (場面の 概要) へ 記
載し, 持続比較の 問いをかけなが ら, 差異が最大で ある
と判断した現象か ら観察 フ ォ ー ム 2 (ク ラ イ エ ン ト の プ
ロ フ ィ ー ル), 観察 フ ォ ー ム 3 (プ ロ セ ス レ コ ー ド) を
記載した｡
4. デ ー タ分析
コ ー ド化 は, 観察 フ ォ ー ム の ク ラ イ エ ン トの 行動を分
析 フ ォ ー ム に 記述 し, 一 般的な人間の 行動と して みると
ど の ような行動かと いう視点から命名し, 分析対象者 コ ー
ド と し て記述した｡ 次 に , 分析対象者行動一持続比較の
ため の問 い対応 コ ー ド欄 に , 分析対象者行動 コ ー ド に持
続比較の ため の問 い で ある ｢こ の行動 は, 看護問題に対
応させ るとど の ような自己対処とい う行動か｣ をかけ命
名し, 記述した｡
カ テ ゴ リ化 は, コ ー ド化 で得られ た分析対象者行動一
持続比較の ため の 問 い対応 コ ー ド の類似性, 相違性に よ
り分離 ･ 統合しサ ブ カ テ ゴ リ を形成し, そ れら に持続比
較の ため の 問い をか け, 命名した｡
次 に , サ ブ カ テ ゴ リ , カ テ ゴ リ に再度問い をかけ, そ
の結果形成された コ ア カ テ ゴ リ に持続比較の ため の 問い
をさ ら にか け, それ ら に命名した｡
5. 本研究の 信用性
本研究の 信用性 15) は, ①研究方法を熟知し た研究者
か らの 頻回の ス - パ - ビ ジ ョ ン , ②臨床や看護教育に精
通 した看護職 へ の結果の公開と検討に より確保 した｡
Ⅳ
. 研究結果
1 . ク ラ イ エ ン トの自己対処パ タ ー ン
分析 の結果, 保健婦 (士)とク ラ イ エ ン ト の 相互行為
場面に おけるク ライ エ ン ト行動 は, 13サ ブ カ テ ゴ リ を形
成し, これ らから4 つ の カ テ ゴ リ, すなわち , ク ラ イ エ
ン ト の自己対処 パ タ ー ン を説明する概念を創出した (義
2)｡ 以下カ テ ゴ リ は 【 】 に より示す｡
表2 家庭訪問場面におけるクライ エ ン トの
自己対処の説明概念
サ ブ カ テ ゴ リ カ テ ゴ リ
1) 身体機能の 活用 . 調整 に よ る 問題 Ⅰ. 学 習成果活用
解決 に よ る主体的問
題解決
2) 獲得知識活用に よ る機能低下 の 補
J b
プ~亡
3) 獲得知識 . 手 段活用 に よ る疾患 .
治療 に起因す る顕在す る問題 の 解決
4) 獲得知識 . 手段活用 に よ る疾患 .
治療 に起因す る潜在する問題 の 解決
5) 獲得知識. 手段活用 に よ る 日常生
括 の 維持
6) 潜在的問題解決 の た め の 手 段獲得 Ⅱ. 問題解決 へ の
放棄 に よ る他者委譲 諦 め と責任転嫁
に よ る他者依存
7) 責任転嫁に よ る問題解決 の 他者委
読
8) 話題の 転換 に よ る不都合 さ の 隠蔽 Ⅱ. 問題 へ の 不都
合 さ に よ る 合 理
化 と 隠蔽
9) 無関心 さ の 装 い に よ る不都合 さ の
隠蔽
10) 獲得知識 . 手 段活用 に よ る不都合
さ の 隠蔽
ll) 獲得知識の 活用 に よ る不都合 さ の
合理 化
12) 自己判断 - の 信 頼 に よ る 保健指導 Ⅳ . 問 題 に 対す る
の 軽視 信念 - の 固執
13) 獲得知識の 呈示 に よ る立場の 保持
これ ら の結果は, 在宅療養を要するク ライ エ ン ト が自
己の 問題を解決するため に 【Ⅰ . 学習成果活用 に よる主
体的問題解決】 , 【Ⅱ . 問題解決 へ の諦めと責任転嫁に よ
る他者依存】 , 【Ⅲ . 問題 へ の不都合さ に よる合理化 と
隠蔽】 , 【Ⅳ . 問題 に対する信念 へ の固執】 とい う自己対
処 パ タ ー ン を示し て い る こ とを明らか に した｡ 以下, ク
ラ イ エ ン ト の自己対処 パ タ ー ン に つ い て述 べ る｡
1) 学習成果活用に よる主体的問題解決
こ の概念は, ク ライ エ ン トが これ ま で獲得 して きた学
習成果を用い て , 状況 に合わせ て 積極的に 自分の 問題に
つ い て解決に取り組むと いう自己対処 パ タ ー ン を説明す
る｡
学習成果とは, ク ラ イ エ ン トが学校 ･ 社会 に お ける多
様な生活経験の 中で , 意識的ある い は, 無意識的に 学び
身に つ けた行動で ある ｡ ク ラ イ エ ン ト は, こ の学習成果
を状況に合わせ て使 い こ な し, 主体的に自己の 問題 へ の
解決を図るため に , 身体機能の 活用や調節を行 っ て い た｡
ま たク ライ エ ン ト は, 獲得した知識 ･ 手段を活用するこ
と で , 機能低下を補 っ た り, 日常生活を維持 したり , 咲
患 ･ 治療 に起因する潜在的及び顕在的な問題を解決する
と い っ た行動を示して い た｡
2) 問題解決へ の 諦め と責任転嫁に よる他者依存
こ の概念 は, ク ラ イ エ ン トが直接自分で 問題を解決す
る ことを諦めたり, 責任転嫁する こと に よ っ て 問題の解
決を他者に依存すると い う自己対処 パ タ ー ン を説明する｡
問題解決 へ の諦めとは, 自分 の意思を表現せず, さ れ
るがまま の状態で あり, 責任転嫁と は, 自分 で責任をと
らず, 自分 の過ちを家族の せ い に し て しまう状態で ある｡
ク ライ エ ン ト は, 問題解決の ため の手段を放棄し, 介
護者で ある配偶者やそ の 他の 家族に問題の解決を依存 し
て い た｡ ま たク ライ エ ン ト は, 本来自分で決定し, 実行
し, 責任を負う べ き事柄に つ い て家族に責任を転嫁する
こと に よ っ て 問題に直面する ことを回避すると い っ た行
動を示 して い た ｡
3) 問題へ の 不都合さ に よる合理化と隠蔽
こ の 概念はク ライ エ ン ト が問題に 何らか の 不都合さ を
感 C, 問題解決に行動が向かわな い こ とをも っ ともらし
く正当化したり, 不都合さを隠して しまう と い っ た, 不
都合さ に直面した時の自己対処 パ タ ー ン を説明する｡
問題 へ の不都合さとは, ク ライ エ ン トが問題を解決す
るに あた っ て なす べ き ことが好まな い こ と で あ っ た り,
自己の矛盾に直面し問題を受 け入れが た い状況で ある｡
ク ライ エ ン ト は, 訪問中の 保健婦 (士)か ら の最近の
健康状態に 関する質問や保健指導を受ける時に , 不都合
さ に 直面すると, 話題を転換し, 無関JL,さ を装 い , あ る
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い は獲得知識 ･ 手段を活用して不都合さを隠すとい う行
動を示して い た｡ ま たク ライ エ ン ト は, 不都合さを合理
化するため に獲得知識を活用すると い う行動を示して い
た｡
4) 問題に対する信念 へ の 固執
こ の概念は, ク ラ イ エ ン トが他者の提案を受け入れず,
自分 の信じ て い る こ とを貫き通すとい う自己対処 パ タ ー
ン を説明する｡
信念とは, ク ライ エ ン トが心 の支え にして い る事柄や,
長年 の思 い込み で あり , 他者 の考えと矛盾して も容易に
変える こと の で きな い もの で ある｡
ク ライ エ ン ト は, 自分 の知識や判断を信頼する こと に
より保健婦 (士) に よる保健指導を軽く受け流し, ま た
獲得した知識を保健婦 (士)に呈示する こと に より自分
の立場や信念を保持すると い っ た行動を示し て い た｡
2. カ テ ゴ リを形成した行動を示したクラ イ エ ン ト
【学習成果活用に よる主体的問題解決】 とい う自己対
処 パ タ ー ン の 説明概念は, ク ラ イ エ ン ト A, B, D の行
動から創出された｡ 【問題解決 へ の諦めと責任転嫁に よ
る他者依存】 とい う自己対処 パ タ ー ン はク ライ ェ ン ト A,
B の行動から創出された｡ 【問題 へ の不都合さに よる合
理化と隠蔽】 とい う自己対処 パ タ ー ン は, ク ライ エ ン ト
A, B の行動から創出され た｡ 【問題に対する信念 へ の
固執】 とい う自己対処 パ タ ー ン は, ク ライ エ ン ト A, B
の行動から創出された ｡ 分析対象とな っ たク ライ エ ン ト
の うち2名は, 上記の 4 つ の 自己対処 パ タ ー ン す べ て を
示し て い た (表3)0
表3 カテ ゴリを形成した行動を示 したク ラ イ エ ン ト
カ テ ゴ リ ク ライ エ ン ト
Ⅰ . 学習成果活用 に よ る主体的 A B D
問題解決
Ⅱ. 問題解決 へ の 諦 め と責任転 A B
嫁 に よ る他者依存
Ⅱ
. 問題 - の 不都合 さ に よ る合 A B
理 化 と隠蔽
Ⅳ
. 問題 に対す る信念 へ の 固執 A B
Ⅴ
. 考 察
本研究の 結果は, 在宅療養を要するク ライ エ ン ト の 自
己対処が , 【Ⅰ . 学習成果活用 に よる主体的問題解決】
【Ⅱ. 問題解決 へ の諦めと重任転嫁 に よる他者依存】 【
Ⅲ . 問題 へ の不都合さに よる合理化と隠蔽】 【Ⅳ . 問題 に
対する信念 へ の 固執】 の 4 つ の パ タ ー ン を示す ことを明
らか に した｡
【学習成果活用 に よる主体的問題解決】 という概念は,
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ク ラ イ エ ン トが こ れま で獲得し て きた学習成果を用い ,
状況 に合わせ て 自分の 問題解決に積極的に取り組んで い
ると い う自己対処 パ タ ー ン を説明する｡
主体性とは, 善 や正義の規準を個人が決めると い う,
判断 ･ 規準の根元と な るもの で あり 1 6) , 自分 の 意志 ･
判断で 行動しようとする態度 17) で あ る｡
家族か ら介護をう け て い る高齢者に関する研究 18) は,
在宅療養中の 高齢者が家族と共に生活して いくため に ,
家族と 一 緒 に暮らし, 人 に迷惑をか けな い よう に可能な
限り自立した生活を送 るため の工夫等, 長年身に つ けた
学習成果を用い て , 人間関係を調整し, 健康を維持し主
体性を持ち続けて い る こ と.
を示し て い た｡ こ れ は 【学習
成果活用に よる主体的問題解決】 と い う自己対処 パ タ ー
ン に 該当する｡
ま た , 入院中の患者行動を分析した研究は 19), 患者が
様々 な問題に対 して , 自 ら解決方法を探求する 一 方で ケ
ア を拒否したり, ケ ア へ の 協力を中止すると い っ た行動
を示すことを明らか に した｡ こ の 結果 は, 【学習成果活
用に よる主体的問題解決】 と いう自己対処 パ タ ー ン が示
したよう に , 看護 の対象が , 看護展開場面の相違を問わ
ず自 らの 問題に主体的に 関わると いう , 人間 一 般 に共通
する普遍的行動の特徴を持 っ こ とを意味して いる ｡ さ ら
に , こ の 自己対処 パ タ ー ン は, ク ラ イ エ ン トが問題解決
に対 して 持 っ ｢強み20)｣, すな わ ち, 看護計画の 中に取
り込む こと の で きる様々 な資源の うち, 意志や判断力に
着目する こと の重要性を示唆して い る｡
次 に , 【問題解決 へ の 諦 めと責任転嫁 に よる他者依
存】 とい う概念の示す依存と は, 個人が自己の要求を充
足するため に , 他人 に頼ろうとしたり, 他人と接触し,
他人か ら の保護や承認を得る こと に よ っ て満足を求める
行動, 傾向な い し動機を指す 21)｡
ク ラ イ エ ン トの 依存 に 関する研究 22〕 は, ク ラ イ エ ン
トの 介護者との 関係や介護者の資源に よ っ て , 生活手段
の依存, 身体的依存, 精神的依存と依存内容が異なる こ
とを明らか に した｡ ま た , 在宅脳卒中片麻揮老人の依存
に関する研究 23) は, ク ラ イ エ ン ト の AD L の状況, 障害
の受容 , 年齢等が依存の 程度に影響する ことを指摘して
い る｡ こ れ ら先行研究の 結果は, 依存の 原因が ク ラ イ エ
ン ト の 障害の程度や介護者の 状況にあ る こ とを示して い
る｡ 本研究の結果は, こ れ らの 原因に加え て , ク ライ エ
ン ト の 問題解決 へ の諦めと責任転嫁が依存の 原因とな っ
て い る こ とを明らか にした｡ こ れ は前述の自己対処 パタ ー
ン と は反対に , ク ライ ェ ン ト が主体的に 問題解決を図る
ことを回避すると い う特徴を持 っ こ とを意味して い る｡
従 っ て , ク ライ エ ン ト が依存を示した時, 保健婦 (士)
や看護婦 (士)は, ク ライ エ ン ト の 問題解決を諦めたり,
責任転嫁して い な いか そ の原因を多面的に 査定する こと
が重要で あ る｡ ま た, こ れ は , 保健婦 (士)や看護婦
(士)が多面的に 査定するこ と に より依存 の 程度 を少 な
くする可能性が ある ことを示唆して い る ｡
第3 に , 【問題 へ の 不都合さに よる合理化 と隠蔽】 と
い う概念の 内, 合理化とは, 自分 の 行為を正当化するた
め に社会的に承認されそうな, 自分 の 良心に反さな い よ
うな理由づ けをする ことを い い , こ の 正当化は無意識に
行 わ れ . 持方衛機構 の 一 つ と も み なされる 24) ∩
家庭訪問場面に おけるク ライ ェ ン ト の 行動に関する研
究 25) は, 家庭訪問場面 に お い て ク ラ イ ェ ン ト自身や家
族の プ ライ バ シ ー が保健婦 (士) に露呈する事実を明ら
か に した｡ こ れ は, 保健婦 (士) や看護婦 (士)が , そ
の職業上, 対象 の プ ライ バ シ ー に 踏み込む可能性が ある
事を示し て い る｡
看護は, 人 の生命と尊厳と権利 へ の 尊重を固有の特性
とし て備える 26) こ と が求 められ て い る｡ 【問題 へ の 不都
合さに よる合理化と隠蔽】 と い う自己対処は, ク ラ イ エ
ン ト が他者に触れ られたくな い こ とを指摘された時に現
れる行動で あり , 看護の 提供者か らク ライ エ ン ト の人間
とし て の尊厳や プ ライ バ シ ー を守ろうとする行動を示し
て い る｡
従 っ て , 保健婦 (士) や看護婦 (士)は, ク ライ エ ン
ト が 【問題 へ の 不都合さ に よる合理化と隠蔽】 とい う自
己対処 パ タ ー ン を示した時, ク ライ エ ン ト の尊厳や プ ラ
イ バ シ ー に 踏み込ん で い な い か自分の行動を振り返る こ
とや , あり の まま の ク ライ エ ン ト の 自己対処を受け入れ
る ことが必要な場合もある｡
第4に, 【問題に対する信念 へ の 固執】 と いう概念が示
す信念とは, 経験や学習を通じて 獲得した知的な行動決
定傾向で あり, 新 しい事態に当面したとき に個人の安定
性を確保する よう な しか た で 行動を規定する 27) もの で
ある｡ ま た固執と は, あ る行動を始めると そ の行動を途
中で やめ て 他の 行動 に移 り に くくなる よう な傾向
28) 杏
意味して い る｡
保健婦 (士) の家庭訪問に おける援助困難に 関する研
究 29) は, 老化や疾病 や障害 に よ る機能低下 へ の 老人の
反応が , そ れま で の生活の結果とし て形成された考え方
に基づ い て い る こ とを指摘して い る｡ こ の 先行研究の結
果は, ク ライ エ ン ト が, 自分自身の経験や学習を通じて
獲得した考え方に基づ い て 問題に対処し, 解決して い る
こ とを示し本研究の結果で ある 【問題に対する信念 へ の
固執】 を支持するも の で ある ｡ すなわ ち, 在宅療養を要
するク ライ エ ン ト は, 自己の 信念に固執するこ と に よ り
安定性を確保して い る｡
ま た, 保健婦 (士)の訪問場面 にお ける援助の行き詰
まり に 関する研究 30) は, 保健婦 ( 士)が , 在宅療養中
の ク ライ エ ン ト と面接を繰り返 して い て も助言を受 け入
れられなか っ た時, 対応 の 困難さを感じ て い る こ とを明
らか に した ｡ こ れ は, 保健婦 (士)が , ク ライ エ ン ト の
問題に対する信念の固執を知覚で き て て い な い こ とを示
し て い る ｡
以上 は, 保健婦 (士)や看護婦 (士)が , 【問題 に対
する信念 へ の 固執】 とい う自己対処 パ タ ー ン を ク ライ エ
ン ト が示 した時に は, ク ライ エ ン ト の 信念を正確に知覚
し, 問題解決に向け て , ク ライ エ ン ト の 信念と対立しな
い共同目標や手段の探索が重要で ある ことを示唆して い
る｡
さ ら に , 分析対象とな っ た ク ラ イ エ ン トの うち2名は,
こ れ らの 4 つ の自己対処 パ タ ー ン す べ て を示し て い た｡
こ れ は, ク ラ イ エ ン ト が状況に よ っ て 自己対処 パ タ ー ン
を使い 分けて い ると い う ことを示す｡ すなわ ち, 本研究
結果の 示す最大の特徴は, 一 人 の ク ラ イ エ ン トが 一 つ の
自己対処 パ タ ー ン に よ り問題解決を図 っ て い る の で はな
く, 4種類の自己対処 パ タ - ン を状況に応じ て使 い分け
て い る こ と で ある｡
ク ラ イ ェ ン トが状況に応じ て 自己対処を し て い ると い
う こと は, そ の人 の 自己の 問題 へ の 独自の対応の仕方で
あり, ク ライ エ ン ト の 自己対処 へ の個別性を示して いる｡
こ の こ とば, 保健婦 (士) や看護婦 (士) がク ライ エ ン
ト に対し自己対処の 一 側面だ け に注目するの で はなく,
先入観を持たずにク ライ エ ン ト を多面的に 理解する こと
の重要性を示唆して いる ｡
本研究の今後の 課題は, 実際 の看護場面 にお い て 活用
し, 飽和化を確認する こと で ある｡ ま た, 差異 の ある現
象があれば , さ ら に , デ ー タ収集と分析を実施し, 自己
対処 パ タ ー ン を洗練する こと に より , 一 層現実適合性の
高い説明概念に し て いく こと で ある ｡
Ⅶ
. 結 論
本研究の結果は, 以下 の 6項目の結論を導い た｡
1
. 在宅療養を要する ク ライ エ ン ト は, 【学習成果活用
に よる主体的問題解決】 【問題解決 へ の諦めと責任転嫁
に よる他者依存】 【問題 へ の 不都合さに よる合理化と隠
蔽】 【問題に対する信念 へ の固執】 という自己対処 パ タ ー
ン を示した｡
2
. 【学習成果活用に よる主体的問題解決】 とい う自己
対処 パ タ ー ン は, 看護の 対象が , 看護展開場面の相違を
問わず自 らの 問題に主体的に関わると い う, 人間 一 般 に
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共通する普遍的行動の特徴を持 っ ｡
3 . 【問題解決 へ の諦めと責任転嫁に よる他者依存】 と
い う自己対処 パ タ ー ン は; 前述の 自己対処 パ タ ー ン と は
反対に , ク ライ エ ン ト が主体的に問題解決を図る ことを
回避すると い う行動の特徴を持 っ ｡
4. 【問題に対する信念 へ の固執】 という自己対処 パタ ー
ン ク ラ イ エ ン ト が他者 に触れ られ たくな い こ とを指摘さ
れた時に現れ , 看護 の提供者か ら ク ライ エ ン ト の人間と
して の 尊厳やプ ライ バ シ ー を 守ろうとする行動の特徴を
持 っ ｡
5. 【問題に対する信念 へ の 固執】 とい う自己対処 はク
ライ エ ン ト が自己 の信念に固執する こと に より安定性を
確保すると い う行動の 特徴を持 っ ｡
6. 在宅療養を要するク ライ ェ ン ト は, 4種類の自己対
処 パ タ ー ン を状況 に よ っ て 使 い分ける こと に より自己対
処して い る ことを示 した｡
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ADAP TA TIO N P A T T E R N S OF CLI ENTS LIVIN G IN T H EIR H O M E
- Based o n Qu alitativ e An alysis of lntera ction betw e e nClie nts a nd Public He alth Nu r s e s-
Satoko Suzuki
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K EY W O R D S:
qualitativ e a n alys ュs, adaptation patter ns, clients living in their ho m e
T he purpo s e of this study w a sto identify adaptatio n patte r n s of clie nts living in their ho m ein
public he althn u r s e s
'
hom e visiting e n viron m e nts . Inte r a ctio n sbetw e en clie nts a nd public he althn u r s e s
w e r e a n alyz ed thr o ugh Methodolog yfor D ev eloping Nu r sing E du c atio n al Co n c epts (M eD N E C), the
r e s ultof which r e v e aledfour them e s ofclie nts
'
adaptatio npatte r n s. T hey w e r e :【Ⅰ . Solving pr oble m s
based on kno wledge a nd skills thro ugh le ar ning】, 【Ⅱ . Depe nding o n other sbe c a u s e of giving up
solving problem s a nd a v oiding his/her respo n sibilty】, 【Ⅲ . R atio n alizing to c o v e r up pr oble m s a nd
hide pr oblem s fro m other s】, 【Ⅳ . Persisting in his/he r opinio n s a nd v alu e s o nthe pr oble m s】.
Analysis of the s epatter n s sho w ed that clients were usl ng t he s e adaptatio n patte r n sto solv etheir
he alth problem s. On the othe r ha nd, they w er edependent on others to solv e their health pr oble ms
a s w ell. M ore over, clie nts r atio n aliz ed their pr oble m s, and hidthem fro m others, and t hey w anted
to de cide their behavio r o ntheir oplnio n s a nd values. It w a s als o reve aled that clie nts w er e uslng
the s efo ll r adaptation patte rn s a c c o rding to their situ ation s and c ontents of their problem s ,
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